
【ＤＯ（実施）】

③ 多文化講座の年間参加者数 人 1,297 18.0% 18.0%

④

① 中学・高校生のホームステイ年間派遣者数 人 5 0.0% 0.0%

② 国際交流プラザの年間利用者数 人 1,065 34.4% 34.4%

施策の概要

040101 国際理解の推進

多様な文化を理解することのできる市民を育成するため、外国の文化･慣習、外国語
などに関する講座やイベントの開催など、国際交流プラザ等を活用し、多様な学習の
場や機会を提供します。

040102 国際交流の推進

国際性豊かな市民の育成やまちづくりを推進するため、姉妹都市であるポルトガル・
シントラ市、アメリカ・サンカルロス市や友好都市である中国・上海市閔行区との訪
問団やホームステイの相互派遣等の友好・親善活動に取り組みます。
また、市民レベルでの交流を促進し、姉妹・友好都市関係の発展を図ります。

一般財源 46 0 6,016

人件費 5,986 6,096 -

フルコスト 17,109 17,092 -

内
訳

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 11,077 10,996 3,072

決算 予算 見込
事業費 11,123 10,996 9,088

国庫支出金 0 0 0

（単位:千円）

施策達成状況の説明

施策経費
R2年度 R3年度 R4年度

⑤

特記事項

新型コロナウイルス感染症の影響で、各種事業が予定どおりに実施できず、すべての指標において目標値を下回った。
①新型コロナウイルス感染症の影響で、海外の姉妹都市（ポルトガル共和国シントラ市、アメリカ合衆国サンカルロス市）とのホームステ
イ交流が実施できなかった。
②国際交流プラザの年間利用者数は、国際交流プラザで開催する交流イベントが一部実施できなかったことなどから目標値を下回った。
　※利用者数は、令和元年度と比較し、53.3％減
③多文化講座（講座及び交流イベント）の年間参加者数は、目標値を大幅に下回った。グローバルクラスルームなどの講座は、一部オンラ
イン形式で実施したこと及び参加人数を制限したことなどから昨年度と比較して参加者数が減少した。また、大人数の参加が期待される大
規模交流イベントが実施できなかったことも参加者の減につながっている。
　※参加者数は、令和元年度と比較し、80.9％減
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施策担当課等 企画政策課 課長 石山　光昭

基本計画における目標値
H28目標値 H29目標値 H30目標値 R1目標値 R2目標値 R2年度

施策 0401 国際交流の推進

施策の方針
講座やイベントの開催による国際理解の推進や、海外の姉妹都市・友好都市との国際交流の活性化を図
る。
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令和 3 年度 施策評価表

施策担当部等 企画政策部 部長 渡邉　真一郎



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和4年度新規事業
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事業名（仮称） 担当課 対象・事業概要など
事業費（千円）

1

施策を達成
する上での
問題点・課
題

【国際交流事業】新型コロナウイルス感染症の影響から、令和４年度も海外姉妹都市へのホームステイ相互派遣事業は実施し
ない。オンラインでの交流など実施方法について研究し、形を変えての国際交流を検討する必要がある。
【官民連携型国際交流事業】多文化講座について、新型コロナウイルス感染症の影響で延期、飲食なしで実施するなど制限を
かけて実施している。多くの市民が気軽に参加できるような事業の実施が困難な状況である。

問題点・課
題を踏まえ
た施策構成
事務事業の
改善・改革
や新規事業
についての
考え方

【国際交流事業】新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら、令和５年度以降の相互ホームステイ事業の再開に向けて
準備を進めるが、相互ホームステイ事業の実施が困難な状況下においても、交流を絶やさぬよう、三都市に関する周知広報、
オンライン交流の実施を検討する。
【官民連携型国際交流事業】コロナ禍にあっても国際理解及び多文化共生にかかる講座を実施できるよう、オンラインでも実
施できるような講座を充実させていく。また、国際交流プラザの利用実績等を踏まえ、開館時間等の見直しを行う。

R4年度見込
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